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研究成果の概要：顕微鏡撮影システムの導入によって、ハリサンショウウニの発生を詳細に観察・記録できるよ
うになり、最適な餌量・密度で幼生を飼育することで成長率が向上した。変態を完了した稚ウニを1Lの容器で飼
育することで、見失うことなく常に目視で確認できるようになった。これにより、これまで死亡率が高かった変
態完了直後から殻長3mmに達するまでの期間の生存率が向上した。また、卵から殻長20mmに至るまで濾過海水を
用いた止水環境下での飼育にも成功している。

研究分野： 生殖生物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで成長率・生存率が不安定であった後期幼生期および稚ウニ期において、安定して飼育できる方法が確立
され、現在16世代まで継代することにも成功している。また、止水環境下でも卵から成体に至るまで飼育可能で
ある。さらに、顕微鏡撮影システムによって詳細な記録を残せるため、その記録を利用して飼育技術をより詳細
に引き継ぐことが可能になった。
以上より、確立された飼育法は海水を常に供給できない小規模な研究教育現場でも実施可能であると考えられ、
本研究はハリサンショウウニのモデル生物化に向けた大きな成果である。
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１．研究の目的 
ハリサンショウウニ Temnopleurus reevesii は、卵から性成熟までに要する期間が半年であり、
他のウニ類に比べて非常に短く、年中配偶子を保持させることも可能である。これは、研究お
よび教育の現場において、非常に優れた生物材料になる可能性を含んでいる。本研究では本種
をモデル生物化して研究および教育での材料として用いることができるように、安定した継代
飼育法を開発することを目的にする。特に、後期幼生、および変態完了直後の稚ウニの生存率
が向上する方法を見出し、小規模な研究教育現場に特化した飼育方法の開発を目指す。 
 
 
 
 
 
 
２．研究成果 
顕微鏡撮影システムの導入によって、ハリサンショウウニの発生を詳細に観察・記録できるよ
うになり、最適な餌量・密度で幼生を飼育することで成長率が向上した。変態を完了した稚ウ
ニを 1Lの容器で飼育することで、見失うことなく常に目視で確認できるようになった。これに
より、これまで死亡率が高かった変態完了直後から殻長 3mm に達するまでの期間の生存率が向
上した。また、卵から殻長 20mm に至るまで濾過海水を用いた止水環境下での飼育にも成功して
おり、今回確立された飼育法は海水を常に供給できない小規模な研究教育現場でも実施可能で
あると考えられる。 
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